
計画期間：おおむね５年間（平成２０～２４年度）

◆移動性向上のための対策箇所◆ 平成２０年12月作成

～１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度～

立体工事(完了）      道路拡幅（陽南工区） (H２６まで)

交差点改良(市役所南)

         交差点改良(国道４号交差部)　　

交差点改良(御幸ヶ原通り交差部)

      道路新設(大寛工区）

道路新設(5580号線)及び拡幅(697・5541号線)

道路新設

◆安全性向上のための対策箇所◆

～１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度～

交差点改良(御幸ヶ原通り交差部)

路面表示

カラー舗装

(一部改良済み) 道　路　拡　幅 (H２６まで)

カラー舗装

道　路　拡　幅 踏切改良

歩道ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化市道929号線 1525号線

カラー舗装(白楊高校通り)

交通安全教室(今泉地区老人会・今泉小)

｢あんしん歩行エリア｣の追加申請 対策の実施(交通規制・ｶﾗｰ舗装等）

　「自転車通行環境整備」のモデル地区の取組み

※「あんしん歩行エリア」及び「自転車通行環境整備のモデル地区」は宇都宮駅西地区も指定されている。

平成通り 平日渋滞 道路建設課
交通量，渋滞長，滞留長，
通過時間

交差点改良 (蓬莱大黒通り)

(H２９まで)

備 考

対 策 箇 所
対 策 年 次　及び　対 策 内 容

視 点 事業担 当課 想 定 さ れ る 評 価 指 標

事業担 当課

道路建設課

渋滞長，滞留長，通過時間，交通
事故発生件数，ｱﾝｹｰﾄ(隣接自治会)

交通量，渋滞長，滞留長，
通過時間

踏切改良
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想 定 さ れ る 評 価 指 標

平日渋滞

対 策 年 次　及び　対 策 内 容
対 策 箇 所 視 点

陽南通り
交通量，渋滞長，滞留長，
通過時間

宮原球場通り
自転車の
安全通行

アンケート(隣接自治会)
交通事故発生件数

市道５４４号線

宇都宮水戸線

ｲﾝﾀｰﾊﾟｰｸ周辺 渋滞長，滞留長，通過時間

平日渋滞

平日渋滞

休日渋滞

平日渋滞みずほの通り

市道５４４号線
（再掲）

安全通行
踏切対策

踏切改良

道路維持課

市道１６３５号線
（旧柳田街道）

自転車の
安全通行

アンケート(隣接自治会)
交通事故発生件数

山崎街道 歩道整備
渋滞長，滞留長，通過時間，交通
事故発生件数，ｱﾝｹｰﾄ(隣接自治会)

道路維持課

道路建設課

歩行者及
び自転車

の
安全通行

宿郷・東宿郷地区
(宇都宮駅東地区)

越戸通り
自転車の
安全通行

松原鶴田線
踏切対策
通学路

備 考

道路建設課

道路建設課

道路建設課

渋滞長，滞留長，通過時間，交通
事故発生件数，ｱﾝｹｰﾄ(隣接自治会)

交通量，渋滞長，滞留長，
通過時間

道路建設課

アンケート(隣接自治会)
交通事故発生件数

道路建設課

アンケート(隣接自治会)
交通事故発生件数

道路維持課

道路建設課

道路維持課

交通事故発生件数
[連携]
国，県，県警(H19-    )

交通事故発生件数
(ｱｳﾄｶﾑ目標：事故の2割抑止)

[連携]
国，県，県警(H20-24)

道路維持課

生活安心課

道路維持課

アンケート(隣接自治会)
交通事故発生件数

アンケート(隣接自治会)
交通事故発生件数
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◆道路維持管理体制の強化・充実◆

　■道路パトロールの重点実施
　
　　　アンケートで指摘のあった危険箇所の傾向等を分析し，道路パトロール
      の重点箇所の選定や補修工事の優先性の参考にするなど，今後の維持管理
      体制の強化・充実を図ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：道路維持課）
 
　■道路破損箇所等の情報提供（破損箇所や危険箇所の早期発見及び早期補修）
　
　　・郵便事業㈱と連携した情報収集体制を継続して実施します。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：道路維持課）

◆交通安全の意識啓発◆

　■交通安全マップの作成・配布

　　　事故多発地点を記載したマップを作成し，自治会や市の各施設に配布し，
　　交通安全の啓発活動に役立てます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：生活安心課）

　■交通安全教室の開催（継続実施）

　　　交通事故を防止するため，地域内での交通事故の発生状況等に応じた内容
　　の交通安全教室を実施します。
　　　・児童に対しては，内輪差や死角などの自動車を利用した実験による教室
　　　・高齢者等に対しては，歩行時や自転車乗車時に重点を置いた教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：生活安心課）

◆工事現場の「見える化」◆

　■ホームページを活用した工事情報の配信

　　　市のホームページを利用し，道路工事の情報（工事名称・路線名・工事
　　箇所・工期・施工業者など）の配信を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：道路建設課，道路維持課）

　■開通宣言

　　　概ね５年以内に開通（部分開通を含む）する路線を公表し，その効果な
　　どを併せて公表します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：道路建設課）

　■工事現場の看板をわかりやすくします（継続実施）

　　　平成18年3月に国からの通達を受け，平成18年11月１日より適用し
　　た「土木工事現場における標示施設等の設置基準」に基づき，引き続き工
　　事現場の看板標示を行い，工事内容をわかりやすくします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：道路建設課，道路維持課）

◆その他◆

　■新たな道路愛称事業の展開

　　　道路愛称事業は，親しみがあり利用者にとってわかりやすい道路にするこ
　　とを目的にこれまで行政主体で事業を実施してきましたが，今後は，より地
　　域に密着した道路として自治会等の要望により名称が選定がきるよう，新た
　　に要綱等を制定します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：土木管理課）

　■国・県・市が連携した道路整備の取組み

　　　道路利用者に満足の得られる道路ネットワークの整備を進めていくために
　　は，国・県・市それぞれの道路管理者が一体となってみちづくりに取組むこ
　　とが重要です。
　　　そのため，対策箇所の共同での取り組みや，国道・県道の整備要望など，
　　綿密な連携を図りながら，国・県とともに道路整備を進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：土木管理課，関係課）


